
東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

東京都千代田区丸の内１－３－１　東京銀行協会ビル

お問い合わせ窓口

東京海上アセットマネジメント投信　サービスデスク　0120-712-016

※土日祝日・年末年始を除く９時～17時

http://www.tokiomarineam.co.jp/

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類

追加型投信／内外／その他資産／特殊型

（課税上は株式投資信託として取扱われ

ます。）

信 託 期 間 2010年８月31日から2017年６月15日

運 用 方 針

主な先進国の金利変動の傾向をとらえ、

収益の獲得を目指した「ＧＴＥブラジ

ル・レアル指数」の騰落率に概ね連動し

た投資成果を目指し、信託財産の積極的

な成長を目標として運用を行います。

主 要 投 資

対 象

バークレイズ・キャピタルが公表する

「ＧＴＥブラジル・レアル指数」の騰落

率に連動する性格を持ったユーロ円建債

券を主要投資対象とします。

投 資 制 限

・株式への投資割合は、10％以下としま

す。

・外貨建資産への投資割合には制限を設

けません。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として、経費控除後

の、繰越分を含めた配当等収益および売

買益（評価益を含みます。）等から、基

準価額の水準、市況動向等を勘案して分

配を行う方針です。ただし、分配対象額

が少額の場合等には、収益分配を行わな

いことがあります。収益の分配に充当せ

ず、信託財産内に留保した利益について

は、運用の基本方針に基づいて運用を行

います。

東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド

＜ブラジル・レアルコース＞

（愛称：マリン・セレクト／レアル）

運用報告書

第10期（決算日2011年７月15日）
第11期（決算日2011年８月15日）
第12期（決算日2011年９月15日）
第13期（決算日2011年10月17日）
第14期（決算日2011年11月15日）
第15期（決算日2011年12月15日）

投資家のみなさまへ

毎々格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し

上げます。

さて、ご投資いただいております「東

京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブ

ラジル・レアルコース＞」は、2011年

12月15日に第15期の決算を行いました

ので第10期～第15期の運用状況をまと

めてご報告申し上げます。

今後とも一層のお引き立てを賜ります

ようお願い申し上げます。
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1－　　－

東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

■設定以来の運用実績

作 成 期 決 算 期
基 準 価 額

(分配落)
参 考 指 数

債券組入
比 率

純 資 産税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

第１作成期

（設　定　日） 円 円 ％ (2010年９月８日) ％ ％ 百万円
2010年８月31日 10,000 － － 100.00 － － 54

１期（2010年10月15日） 10,437 300 7.4 107.72 7.7 97.3 61

２期（2010年11月15日） 9,553 20 △8.3 97.65 △9.4 95.3 95

３期（2010年12月15日） 9,495 20 △0.4 97.78 0.1 97.8 118

第２作成期

４期（2011年１月17日） 9,384 20 △1.0 97.02 △0.8 99.1 121

５期（2011年２月15日） 9,220 20 △1.5 95.60 △1.5 99.1 119

６期（2011年３月15日） 9,470 20 2.9 98.40 2.9 98.4 102

７期（2011年４月15日） 10,085 70 7.2 105.75 7.5 98.9 109

８期（2011年５月16日） 9,694 20 △3.7 101.79 △3.7 97.3 94

９期（2011年６月15日） 10,060 50 4.3 106.38 4.5 96.6 95

第３作成期

10期（2011年７月15日） 9,874 20 △1.7 104.65 △1.6 97.3 89

11期（2011年８月15日） 9,266 20 △6.0 98.97 △5.4 94.0 33

12期（2011年９月15日） 8,610 20 △6.9 91.74 △7.3 95.3 35

13期（2011年10月17日） 8,611 20 0.2 92.29 0.6 94.9 32

14期（2011年11月15日） 8,763 20 2.0 94.33 2.2 95.0 33
15期（2011年12月15日） 8,259 20 △5.5 88.94 △5.7 94.7 31

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（注２）設定日の基準価額は、設定時の価額です。

（注３）設定日の純資産は、設定元本を表示しています。

参考指数は「ＧＴＥブラジル・レアル指数」です。ＧＴＥブラジル・レアル指数は、絶対収益獲得を目標として、バークレイズ・キャピタルが開発し

たシステム運用の円ベースの運用成果に、日本円売り／ブラジル・レアル買いの為替先物取引を行った結果を指数化するものです。ＧＴＥブラジル・

レアル指数は2010年９月７日より算出を開始しており、基準価額の算出に合わせて前日の値を記載しています。

バークレイズは、本商品を提供、支持、販売、宣伝するものではなく、本商品の管理、宣伝、販売に関し、一切の義務又は責任を負いません。バーク

レイズは、ライセンス契約者又は第三者に対し、本インデックス又はこれに含まれるあらゆるデータの質、正確性及び／又は完全性又は本インデック

ス提供の中断について一切の責任を負いません。バークレイズは、本インデックス及びこれに含まれる一切のデータの使用から生じた損害に関して、

間接的又は派生的な損害を含め、一切の損害について責任を負いません。
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東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

決算期 年 月 日 基 準 価 額 参 考 指 数
債 券 組 入
比 率騰 落 率 騰 落 率

第10期

（期　首） 円 ％ ％ ％
2011年６月15日 10,060 － 106.38 － 96.6

６月末 10,080 0.2 106.64 0.2 97.0

（期　末）
2011年７月15日 9,894 △1.7 104.65 △1.6 97.3

第11期

（期　首）
2011年７月15日 9,874 － 104.65 － 97.3

７月末 9,760 △1.2 103.46 △1.1 97.5

（期　末）
2011年８月15日 9,286 △6.0 98.97 △5.4 94.0

第12期

（期　首）
2011年８月15日 9,266 － 98.97 － 94.0

８月末 9,325 0.6 99.44 0.5 95.6

（期　末）
2011年９月15日 8,630 △6.9 91.74 △7.3 95.3

第13期

（期　首）
2011年９月15日 8,610 － 91.74 － 95.3

９月末 8,169 △5.1 87.03 △5.1 94.6

（期　末）
2011年10月17日 8,631 0.2 92.29 0.6 94.9

第14期

（期　首）
2011年10月17日 8,611 － 92.29 － 94.9

10月末 8,637 0.3 92.65 0.4 94.8

（期　末）
2011年11月15日 8,783 2.0 94.33 2.2 95.0

第15期

（期　首）
2011年11月15日 8,763 － 94.33 － 95.0

11月末 8,515 △2.8 91.58 △2.9 94.7

（期　末）
2011年12月15日 8,279 △5.5 88.94 △5.7 94.7

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
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東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

■当作成期（第10期～第15期）の運用経過と今後の方針（2011年６月16日から2011年12月15日まで）

１．基準価額の推移と主な変動要因
・基準価額

前作成期末（2011年６月15日）　　：10,060円
当作成期末（2011年12月15日）　　：8,259円
※当作成期間にお支払いした分配金合計120円（税引前）を
加算した騰落率は、▲16.7％です。

・主な変動要因
　基準価額の主な変動要因は、当作成期中のＧＴＥブラジル・
レアル指数が16.4％の下落となり、組み入れているユーロ円建
債券の価格が下落したことによります。

２．当作成期（第10期～第15期）の投資環境
　組み入れているユーロ円建債券（以下、ユーロ円債といいま
す）が参照するＧＴＥブラジル・レアル指数は、米ドル、ユー
ロ、英ポンド、日本円の金利変動の傾向をとらえ、その傾向か
ら収益の獲得を目指したシステム運用の成果に、日本円売り／
ブラジル・レアル買いの取引を継続することにより得られる日
本円での損益を加えて指数化したものです。
【米国金利】
　米ドル３カ月Ｌｉｂｏｒは、期初から７月末にかけては0.25％程度で推移しましたが、その後期末にかけては欧州銀行に対する懸
念などを反映し、0.5％台に上昇しました。
【欧州金利】
　ユーロ３カ月Ｌｉｂｏｒは、期初から11月初旬にかけて1.4％台から1.5％台の範囲内で上下を繰り返しながら上昇しました。この
背景は、欧州債務問題が欧州銀行の調達金利を押し上げているものとみられます。その後は潤沢な流動性供給への期待から下落基調
となり期末にかけて1.3％台まで下落しました。
【英国金利】
　英ポンド３カ月Ｌｉｂｏｒは、期初から８月初旬にかけては0.8％台前半で推移しましたが、その後期末にかけては金融機関の資金
繰り悪化などを背景に、1.06％台まで上昇しました。
【日本金利】
　日本円３カ月Ｌｉｂｏｒは、期初から期末にかけて0.19％台という狭い範囲内で推移しました。
【為替】
　当期の為替市場は、米ドル円、ユーロ円、英ポンド円、ブラジル・レアル円相場はいずれも円高となりました。期中、欧州債務問
題の高まりから市場参加者のリスク回避姿勢が強まると、円が買われ米ドルが売られる展開となりました。10月に円高が加速した局
面では、政府・日銀による為替介入で一時的に円安となりましたが、期末にかけては円高が進みました。

３．当作成期（第10期～第15期）の運用経過と基準価額
　当ファンドは、当作成期間中、バークレイズ・バンク・ピーエルシーが発行し、「ＧＴＥブラジル・レアル指数」の騰落率に連動
する性格を持ったユーロ円債の組み入れを高位に維持した運用を行いました。
　組入債券が参照するＧＴＥブラジル・レアル指数は、期首から10月上旬までは下落基調で推移しましたが、11月半ばにかけて上昇
する展開となりました。その後、期末にかけては下落基調で推移しました。
　当指数の値動きに影響を与えるユーロの短期金利（３カ月Ｌｉｂｏｒ）が11月以降期末にかけて低下したことはプラスに影響しま
したが、米ドルの短期金利（３カ月Ｌｉｂｏｒ）が８月以降期末にかけて上昇したことはややマイナスに影響しました。為替相場に
ついては、円高ドル安、円高ユーロ安、円高ブラジル・レアル安となり、特に、９月以降の円高ブラジル・レアル安傾向が指数に対
して大きくマイナスに影響しました。
　このようなＧＴＥブラジル・レアル指数の動きが、基準価額に対して、10月上旬まではおおむねマイナスに影響しました。その後、
11月半ば過ぎまではプラスの影響を与えましたが、期末にかけてはおおむねマイナスに影響したことから、基準価額は下落基調で推
移しました。

7,500
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8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

8/15 10/15 12/15

(円)

2011/6/15

基準価額

参考指数
基準価額（税引前分配金再投資ベース）

基準価額と参考指数の推移

（注）基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、分配金（税引前）を

再投資したものとして計算しています。基準価額（税引前分配金

再投資ベース）と参考指数は、当作成期首（2011年６月15日）の

値が基準価額と同一となるように指数化したものです。
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東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

４．当期の収益分配
　当ファンドの収益分配方針に基づき、収益分配金は、基準価額や市場動向を勘案し、第10期から第15期の各期においてそれぞれ20
円（１万口当たり、税引前）としました。なお、収益分配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方
針に基づいて運用を行います。

５．今後の運用方針
　引き続き、「ＧＴＥブラジル・レアル指数」の騰落率に連動する性格を持ったユーロ円建債券の組み入れを高位に維持した運用を
行います。

■１万口（元本10,000円）当たりの費用の明細

項 目
当 作 成 期

（第10期～第15期）
(a) 信 託 報 酬 49円

（投 信 会 社） (24)
（販 売 会 社） (24)
（受 託 銀 行） ( 1)

(b) 保 管 費 用 等 7
合 計 56

（注１）費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解

約により受益権口数に変動があるため、下記の簡便法により算

出した結果です。

(a)信託報酬＝平均基準価額×信託報酬率

(b)保管費用等は、金額を各月末現在の受益権口数の単純平均で除

したものです。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入しています。

■当作成期中の売買及び取引の状況（2011年６月16日から2011年12月15日まで）
　公社債

当 作 成 期（第 10 期 ～ 第 15 期）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
社 債 券
（投 資 法 人 債 券 を 含 む）

4,768 57,859

（注１）金額は受渡代金です。（経過利子分は含まれていません）

（注２）単位未満は切り捨てています。

（注３）社債券（投資法人債券を含む）には新株予約権付社債（転換社債）は含まれていません。

■利害関係人との取引状況等（2011年６月16日から2011年12月15日まで）
　当作成期（第10期～第15期）中における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細（2011年12月15日現在）
(1）公社債

(A) 債券種類別開示

　国内（邦貨建）公社債

区 分
当 作 成 期（第 10 期 ～ 第 15 期）末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
普 通 社 債 券
(含む投資法人債券)

35,000 29,522 94.7 － 94.7 － －
(35,000) (29,522) (94.7) (－) (94.7) (－) (－)

合 計 35,000 29,522 94.7 － 94.7 － －
(35,000) (29,522) (94.7) (－) (94.7) (－) (－)

（注１）（　）内は非上場債で内書きです。

（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注３）額面・評価額の単位未満は切り捨てています。

（注４）－印は組み入れなしです。

（注５）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。
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東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

(B) 詳細開示

　国内（邦貨建）公社債銘柄別

銘 柄 名
当 作 成 期（第 10 期 ～ 第 15 期）末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

％ 千円 千円
普 通 社 債 券
(含む投資法人債券)

ＧＴＥブラジル・レアル指数連動債 4.0 35,000 29,522 2017/５/15

合 計 － － 35,000 29,522 －

（注１）額面・評価額の単位未満は切り捨てています。

（注２）株式、新株予約権証券及び株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。

■投資信託財産の構成� （2011年12月15日現在）

項 目
前 作 成 期（第 ９ 期）末 当作成期（第10期～第15期）末

評 価 額 比 率 評 価 額 比 率

千円 ％ 千円 ％
公 社 債 91,794 93.3 29,522 94.4

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 6,621 6.7 1,766 5.6
投 資 信 託 財 産 総 額 98,415 100.0 31,288 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨てています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2011年７月15日) (2011年８月15日) (2011年９月15日) (2011年10月17日) (2011年11月15日)(2011年12月15日)現在

項 目 第 10 期 末 第 11 期 末 第 12 期 末 第 13 期 末 第 14 期 末 第 15 期 末

(A) 資 産 89,625,881円 34,955,642円 35,211,102円 32,619,382円 33,191,790円 31,288,592円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 2,509,356 3,436,062 1,678,231 1,677,599 1,678,783 1,688,833

公 社 債(評価額) 86,971,800 31,452,300 33,455,200 30,859,500 31,437,000 29,522,500

未 収 利 息 131,884 50,588 58,243 61,315 53,651 53,651

そ の 他 未 収 収 益 12,841 16,692 19,428 20,968 22,356 23,608

(B) 負 債 264,913 1,483,704 115,800 106,547 103,508 104,599

未 払 収 益 分 配 金 181,007 72,244 81,518 75,518 75,518 75,518

未 払 解 約 金 － 1,349,696 － － － －

未 払 信 託 報 酬 83,117 61,187 33,974 30,747 27,733 28,812

そ の 他 未 払 費 用 789 577 308 282 257 269

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 89,360,968 33,471,938 35,095,302 32,512,835 33,088,282 31,183,993

元 本 90,503,993 36,122,226 40,759,115 37,759,115 37,759,115 37,759,115

次 期 繰 越 損 益 金 △ 1,143,025 △ 2,650,288 △ 5,663,813 △ 5,246,280 △ 4,670,833 △ 6,575,122

(D) 受 益 権 総 口 数 90,503,993口 36,122,226口 40,759,115口 37,759,115口 37,759,115口 37,759,115口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,874円 9,266円 8,610円 8,611円 8,763円 8,259円

（注１）当ファンドの第10期首元本額は94,500,823円、第10～15期中追加設定元本額は5,137,039円、第10～15期中一部解約元本額は61,878,747円です。

（注２）各期末の１口当たり純資産額は、第10期0.9874円、第11期0.9266円、第12期0.8610円、第13期0.8611円、第14期0.8763円、第15期0.8259円です。

（注３）各期末の元本の欠損は、第10期1,143,025円、第11期2,650,288円、第12期5,663,813円、第13期5,246,280円、第14期4,670,833円、第15期

6,575,122円です。
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6－　　－

東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

■損益の状況
自2011年６月16日
至2011年７月15日

自2011年７月16日
至2011年８月15日

自2011年８月16日
至2011年９月15日

自2011年９月16日
至2011年10月17日

自2011年10月18日
至2011年11月15日

自2011年11月16日
至2011年12月15日

項 目 第 10 期 第 11 期 第 12 期 第 13 期 第 14 期 第 15 期

(A) 配 当 等 収 益 294,097円 173,540円 124,751円 129,309円 110,452円 117,983円

受 取 利 息 290,233 171,008 122,035 127,844 109,064 116,731

そ の 他 収 益 金 3,864 2,532 2,716 1,465 1,388 1,252

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △1,730,637 △2,507,939 △2,762,599 △　 31,127 577,500 △1,914,500

売 買 益 58,609 715,401 3,404 112,036 577,500 －

売 買 損 △1,789,246 △3,223,340 △2,766,003 △　143,163 － △1,914,500

(C) 信 託 報 酬 等 △　 87,537 △　 66,495 △　 42,781 △　 36,605 △　 36,987 △　 32,254

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △1,524,077 △2,400,894 △2,680,629 61,577 650,965 △1,828,771

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 3,534,939 1,081,713 △1,300,478 △3,673,487 △3,687,428 △3,111,981

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △2,972,880 △1,258,863 △1,601,188 △1,558,852 △1,558,852 △1,558,852

(配 当 等 相 当 額) (　1,729,941) (　　618,250) (　　889,819) (　　748,807) (　　748,807) (　　748,807)

(売 買 損 益 相 当 額) (△4,702,821) (△1,877,113) (△2,491,007) (△2,307,659) (△2,307,659) (△2,307,659)

(G) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △　962,018 △2,578,044 △5,582,295 △5,170,762 △4,595,315 △6,499,604

(H) 収 益 分 配 金 △　181,007 △　 72,244 △　 81,518 △　 75,518 △　 75,518 △　 75,518

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,143,025 △2,650,288 △5,663,813 △5,246,280 △4,670,833 △6,575,122

追 加 信 託 差 損 益 金 △3,153,887 △1,331,107 △1,682,706 △1,558,852 △1,558,852 △1,558,852

(配 当 等 相 当 額) (　1,548,934) (　　546,006) (　　808,301) (　　748,807) (　　748,807) (　　748,807)

(売 買 損 益 相 当 額) (△4,702,821) (△1,877,113) (△2,491,007) (△2,307,659) (△2,307,659) (△2,307,659)

分 配 準 備 積 立 金 3,893,779 1,940,317 2,001,479 1,885,943 1,914,937 1,925,148

繰 越 損 益 金 △1,882,917 △3,259,498 △5,982,586 △5,573,371 △5,026,918 △6,941,418

（注１）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

（注２）損益の状況の中で(C)信託報酬等には消費税等相当額を含めて表示しています。

（注３）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注４）第10期計算期間末における費用控除後の配当等収益（206,560円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（1,729,941円）および分配準備積立金（3,687,219円）より分配対象収益は5,623,720円（１万口当たり621円）であり、うち181,007円（１万

口当たり20円）を分配金額としています。

（注５）第11期計算期間末における費用控除後の配当等収益（107,045円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（618,250円）および分配準備積立金（1,833,272円）より分配対象収益は2,558,567円（１万口当たり708円）であり、うち72,244円（１万口当

たり20円）を分配金額としています。

（注６）第12期計算期間末における費用控除後の配当等収益（81,970円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（889,819円）および分配準備積立金（1,919,509円）より分配対象収益は2,891,298円（１万口当たり709円）であり、うち81,518円（１万口当

たり20円）を分配金額としています。

（注７）第13期計算期間末における費用控除後の配当等収益（92,704円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（748,807円）および分配準備積立金（1,868,757円）より分配対象収益は2,710,268円（１万口当たり717円）であり、うち75,518円（１万口当

たり20円）を分配金額としています。

（注８）第14期計算期間末における費用控除後の配当等収益（104,512円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（748,807円）および分配準備積立金（1,885,943円）より分配対象収益は2,739,262円（１万口当たり725円）であり、うち75,518円（１万口当

たり20円）を分配金額としています。

（注９）第15期計算期間末における費用控除後の配当等収益（85,729円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（748,807円）および分配準備積立金（1,914,937円）より分配対象収益は2,749,473円（１万口当たり728円）であり、うち75,518円（１万口当

たり20円）を分配金額としています。
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7－　　－

東京海上ＧＴＥ分配重視型ファンド＜ブラジル・レアルコース＞

■分配金のお知らせ

決 算 期 第 10 期 第 11 期 第 12 期 第 13 期 第 14 期 第 15 期

１ 万 口 当 た り 分 配 金 20円 20円 20円 20円 20円 20円

◇分配金をお支払いする場合：分配金は、各決算日より起算して５営業日までにお支払いを開始しました。

◇分配金を再投資する場合：お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資しました。

◇課税上の取扱いについて

・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。

・分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が

特別分配金となります。

・分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額特別分配金となります。

・特別分配金が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該特別分配金を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本とな

ります。

・個人の受益者に対する課税は以下のとおりです。（法人の受益者の場合は取扱いが異なります。）

収益分配金のうち課税扱いとなる普通分配金については、10％（所得税７％、地方税３％）の税率による源泉徴収が行われ、申告不要制度が適用さ

れます。収益分配金のうち課税対象となるのは普通分配金のみであり、特別分配金は課税されません。

税法改正等により、課税上の取扱い内容が変更になる場合があります。

課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家にご確認ください。
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